
（5）　　2022年（令和４年）１月９日 第255号あ か し 市 議 会 だ よ り

問　
令
和
４
年
11
月
に
迫
っ

た
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
兵
庫
大
会
の
開
催
地

と
し
て
、
本
市
の
意
気
込

み
を
聞
く
。

答　
本
市
は
、
先
人
か
ら
受

け
継
い
だ
豊
か
な
海
を
未

来
へ
継
承
し
て
い
く
た
め
、

大
会
を
契
機
に
市
民
と
思

い
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、

積
極
的
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
。

問　
あ
か
し
生
活
・
地
域
経

済
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

３
月
議
会
で
可
決
し
た
当

初
予
算
に
掲
げ
た
事
業
で

あ
り
、
実
施
す
る
こ
と
は

市
民
に
対
す
る
公
約
で
あ

る
。
実
施
が
遅
れ
て
い
る

こ
と
の
真
意
を
問
う
。

答　
同
事
業
は
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還

元
と
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
を
併
用
し
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
厳
し
い
状
況
と

な
っ
た
市
民
生
活
と
地
域

経
済
の
回
復
を
目
指
す
取

り
組
み
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
市
は
、
同
様
の
取
り
組

み
と
し
て
、
高
齢
者
・
障

害
者
サ
ポ
ー
ト
利
用
券
発

行
事
業
や
市
民
全
員
・
飲

食
店
サ
ポ
ー
ト
事
業
な
ど

を
実
施
し
て
き
た
こ
と
か

ら
、
な
る
べ
く
重
複
を
避

け
、
効
果
的
な
経
済
対
策

と
す
る
た
め
、
同
事
業
の

実
施
を
令
和
４
年
２
月
か

ら
３
月
と
考
え
て
い
た
。

　
　
し
か
し
現
在
は
、
18
歳

以
下
へ
の
10
万
円
給
付
事

業
な
ど
、
国
・
県
の
経
済

対
策
に
加
え
、
感
染
再
拡

大
も
見
据
え
た
実
施
時
期

の
見
極
め
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
今
後
は
、
次
年
度
へ
の

予
算
計
上
も
含
め
、
実
施

時
期
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
明
石
市
市
民
参
画
推
進

会
議
が
５
年
間
開
催
さ
れ

て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

ま
た
、
社
会
情
勢
の
変
化

に
伴
い
、
市
民
参
画
の
在

り
方
を
見
直
す
必
要
が
あ

　
　
あ
か
し
こ
ど
も
広
場
に

明
石
た
こ
大
使
さ
か
な
ク

ン
の
活
動
や
小
中
高
生
の

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

市民生活と経済の回復目指す
生活・地域経済応援キャンペーン

実施しないのか

今
秋
に
迫
る
海
づ
く
り
大
会

豊
か
な
海
を
未
来
へ
継
承
す
る
契
機
に

ど
う
す
る
市
民
参
画

　
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め

　
　
　
推
進
会
議
を
令
和
４
年
度
に
開
催
予
定

研
究
成
果
を
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
情
報

発
信
の
拠
点
と
す
る
ほ
か
、

環
境
面
の
取
り
組
み
と
し

て
、
さ
か
な
ク
ン
が
デ
ザ

イ
ン
し
た
マ
イ
ボ
ト
ル
を

配
布
し
た
。
ま
た
、
マ
ダ

イ
の
稚
魚
放
流
や
産
卵
用

の
タ
コ
つ
ぼ
に
思
い
や
願

い
を
描
く
出
前
講
座
を
行

っ
た
。
今
後
も
体
験
や
参

加
が
で
き
る
取
り
組
み
を

数
多
く
企
画
す
る
。
さ
ら

に
、
商
店
街
と
連
携
し
た

食
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開

催
し
、
大
会
へ
の
機
運
を

盛
り
上
げ
て
い
く
。

タコつぼに海づくりの思いを込めて
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商店街への加入店が増加

問　
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
の
危

険
運
転
の
取
り
締
ま
り
強

化
に
は
法
整
備
が
必
要
で

あ
る
。市
の
考
え
を
聞
く
。

答　
令
和
３
年
８
月
、
本
市

は
、
市
海
岸
域
の
水
上
オ

ー
ト
バ
イ
の
危
険
行
為
に

対
し
て
刑
事
告
発
し
た
。

９
月
に
は
、
海
の
安
全
確

保
に
関
し
て
行
政
機
関
や

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
に
係
る

民
間
団
体
、
企
業
関
係
者

に
よ
る
連
絡
会
議
を
開
催

し
、
海
岸
海
域
利
用
の
現

状
や
安
全
利
用
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

た
。12
月
の
同
会
議
で
は
、

市
が
10
台
の
監
視
カ
メ
ラ

を
順
次
設
置
し
て
い
く
こ

と
、
新
た
に
水
上
オ
ー
ト

バ
イ
等
の
安
全
な
利
用
の

促
進
に
関
す
る
市
独
自
の

水
上
バ
イ
ク

市
独
自
の
条
例
検
討

危
険
行
為
に
罰
則

条
例
を
制
定
す
る
こ
と
を

説
明
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
条
例
案
で
は
、
市
独
自

に
遊
泳
者
安
全
区
域
を
設

定
し
、
区
域
内
へ
の
水
上

オ
ー
ト
バ
イ
等
の
乗
り
入

れ
を
禁
止
し
、
危
険
行
為

に
は
罰
則
を
科
す
予
定
だ
。

今
後
、
意
見
公
募
の
手
続

き
を
行
い
、
市
民
の
意
見

も
聴
取
し
て
い
く
。

る
と
思
う
が
、
市
の
認
識

を
問
う
。

答　
推
進
会
議
は
、
市
民
参

画
条
例
の
改
廃
や
市
民
参

画
制
度
の
運
用
状
況
お
よ

び
評
価
等
を
審
議
す
る
ほ

か
、
市
民
参
画
手
続
き
の

運
用
全
般
に
つ
い
て
、
市

長
等
に
意
見
を
述
べ
る
役

割
が
あ
る
。
平
成
28
年
に

推
進
会
議
は
、
市
民
参
画

制
度
の
見
直
し
が
必
要
と

な
っ
た
と
き
や
政
策
提
案

手
続
き
に
再
検
討
の
求
め

が
あ
っ
た
と
き
に
開
催
す

る
と
し
て
お
り
、
こ
こ
数

年
は
開
催
し
て
い
な
い
。

　
　

市
民
参
画
の
方
法
は
、

審
議
会
へ
の
参
加
の
ほ
か
、

傍
聴
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
障

害
者
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
の

当
事
者
か
ら
の
意
見
を
集

め
る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
議
論
す
る
た
め
、

令
和
４
年
度
に
推
進
会
議

を
開
催
し
、
市
民
参
画
の

在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
明
石
市
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
の
主
な
推
進

項
目
と
し
て
、
家
庭
ご
み

の
指
定
袋
制
度
の
導
入
が

あ
る
。
目
的
は
ご
み
の
減

量
と
分
別
の
徹
底
だ
が
、

取
り
組
み
状
況
を
聞
く
。

答　
家
庭
ご
み
の
指
定
袋
制

度
の
導
入
は
、
市
民
生
活

に
大
き
く
関
わ
る
問
題
で

あ
る
た
め
、
丁
寧
な
説
明

が
必
要
で
あ
る
。
今
後
、

導
入
時
期
を
見
定
め
る
と

と
も
に
、
ご
み
分
別
マ
ナ

ー
の
徹
底
が
重
要
な
こ
と

か
ら
、
啓
発
看
板
の
設
置

や
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布
す

る
ほ
か
、
段
ボ
ー
ル
等
に

よ
る
不
適
正
な
排
出
の
削

減
に
も
努
め
て
い
く
。

　
　
ま
た
、
新
ご
み
処
理
施

設
の
整
備
に
向
け
て
、
大

幅
な
ご
み
の
減
量
が
必
要

な
た
め
、
現
在
、
同
計
画

を
見
直
し
て
い
る
。
家
庭

ご
み
の
指
定
袋
制
度
の
導

入
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
減
量
、
ご
み
手
数
料
の

適
正
化
な
ど
32
の
推
進
項

目
を
掲
げ
て
、
総
合
的
な

観
点
か
ら
ご
み
の
減
量
を

目
指
し
、
目
標
値
の
達
成

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

家
庭
ご
み

   
指
定
袋
制
度

　
導
入
の
考
え
は

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
商

店
街
の
現
状
と
組
織
力
強

化
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

答　
本
市
は
、
個
人
商
店
等

緊
急
支
援
金
事
業
と
し
て
、

個
人
商
店
に
対
す
る
市
独

自
の
緊
急
融
資
を
は
じ
め
、

消
費
喚
起
策
や
店
内
な
ど

の
感
染
対
策
費
用
に
対
し

て
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、

商
店
街
等
に
加
入
し
て
い

な
い
事
業
者
に
も
積
極
的

に
入
会
の
声
掛
け
を
す
る

な
ど
、
商
店
街
や
組
合
等

と
連
携
し
、
取
り
組
ん
で

き
た
。
そ
の
結
果
、
コ
ロ

ナ
禍
前
よ
り
も
商
店
街
が

８
団
体
、
加
入
事
業
者
が

１
７
５
店
舗
増
加
し
、
現

在
は
市
内
38
商
店
街
、
１

　
０
９
７
店
舗
と
な
っ
た
。

　
　
な
お
、
商
店
街
等
に
加

入
し
て
い
な
い
事
業
者
が

情
報
不
足
な
ど
で
孤
立
す

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
、

事
業
者
同
士
が
情
報
交
換

し
、
助
け
合
え
る
組
織
力

の
強
化
が
必
要
だ
。
今
後

も
引
き
続
き
、
組
織
へ
の

加
入
を
奨
励
し
、
災
害
時

や
緊
急
時
に
助
け
合
う
自

主
的
で
強
い
組
織
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
。

コロナ禍の商店街
災害時や緊急時に助け合う
強い組織づくりを推進

泉市長（中央）に提言書を手渡す榎本議長（中央右）
（令和３年11月10日））

　明石市議会では、令和３年６月に明石市議会豊かな海づくり大会推進委員会を設置し、兵庫県や漁業関係者等との意見交換などを通じ
て、現状と課題を共有し、理解を深めてきました。
　豊かな海づくりに向けた取り組みは喫緊の課題であり、大会を契機として、より多くの人が豊かな海づくりへの理解を深め、取り組み
が広がっていくよう議会の総意として以下のとおり市長に提言しました。

１　全国豊かな海づくり大会兵庫大会について
　大会開催に向けての必要な予算を確保すること。また、市民の認知度を上げるべく、イベントや豊かな海づくりについての啓発等、積極的
な情報発信を行われたい。特に、子供たちに向けた周知を行うことにより、家庭・地域での話題になると考える。
　さらに、天皇皇后両陛下の奉迎に係る準備並びに施設改修などについても、県とも連携して遅滞なく進めるほか、バリアフリーにも配慮し、
障害の有無にかかわらず誰もが大会を楽しめるよう取り組まれたい。
２　海の栄養塩を増やすためのさらなる取組について
　沿岸域の生物生産力向上のための施肥（せひ）を行う予算を確保すること。本市では、タコ、イカナゴの漁獲量の記録的な減少が続き、対
策は待ったなしの状況にある。施肥と海底耕耘の両者について、持続した取組となるよう将来的な財源確保のための方策を検討し、栄養塩を
増やす取組を進められたい。
３　パートナーシップによる持続可能な豊かな海づくりについて
　豊かな海づくりは、市民、漁業者、行政が一体となり、市全体として取り組んでいくことが大切である。海はもちろんのこと、
ため池や河川の清掃活動についても市民と共に取り組むことで、豊かな海についての意識を啓発・共有されたい。
　また、大会開催を契機として、広く国民に豊かな海づくりの認識が広まり、その取組が推進されるよう、国・県・他市町
と連携して継続的に取り組まれたい。

明石市議会豊かな海づくり大会推進委員会

第６回（10月21日）
〇全国豊かな海づくり大会兵庫
　大会開催に向けた基盤整備、
　大会開催に向けた提言等につ
　いて協議
第７回（11月２日）
〇大会開催に向けた提言等、議
　会としての取り組みについて
　協議

豊かな海づくりに向けた提言書を市長に提出豊かな海づくりに向けた提言書を市長に提出

提 

言 

書
（
概
要
） 全文はこちらから

第５回（9月21日）以降の取り組み


